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約�

億�

��
�
�

万
円

を
補
正
し
、
一
般
会
計
総
額

は
約�

�

億�

��
�
�

万

円
に
な
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で

す
。

①
公
共
施
設
共
通
利
用
回
数

券
の
使
用
施
設
が
拡
大
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
使
用

料
・
手
数
料
収
入
を�

�

�

万
円
増
額
補
正
し
て�

億�
��

�
�

万
円
に
し

ま
す
。

②
財
政
調
整
基
金
を�

��

�
�

万
円
取
り
崩
し
ま
す
。

�

月
半
ば
に
、
交
付
税
が

確
定
し
ま
す
。

③
景
観
形
成
総
合
支
援
事
業

補
助
金(

ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業)

�
�
�

万
円

を
受
け
て
、
キ
ト
ウ
シ
地

区
の
展
望
閣
・
ふ
る
さ
と

体
験
の
家
を
改
修
し
ま
す
。

総
事
業
費
は
約�

��
�

�

万
円
で
す
。

④
第�

地
区
の
農
村
公
園
・

�
�
�
�

事
を	

��
�
�

万
円
か
け
て
整
備
し
ま
す
。

農
山
漁
村
活
性
化�

�
�
	

ク
ト
支
援
事
業
の
国
庫
補

助
金
が
約�

／�

で
す
。

⑤
親
水
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ホ
ー
ル
カ
ッ
プ
を
36
ホ
ー

ル
分
購
入
し
ま
す
。

腰
を
曲
げ
な
く
て
も
、
簡

単
な
操
作
で
ボ
ー
ル
が
上

が
っ
て
き
ま
す
。

⑥
診
療
所
の
薬
局
を
や
め
て

民
間
の
院
外
薬
局
に
す
る

た
め
、
薬
局
用
地
と
し
て

診
療
所
の
敷
地
の
一
部
を

売
り
払
い
ま
す
。
売
払
収

入�
�



万
円
を
、
公
共

施
設
整
備
基
金
に
積
み
立



�
�


�
�
�
�

い
、診

療
所
の
外
構
補
修
工
事
に



�



万
円
か
か
り
ま
す
。

�
�
�
	


�
�



�
�
�

西
部
処
理
区
の
管
更

正
工
事
事
業
な
ど
で
、

�

��


�

万
円
増
額

補
正
し
ま
し
た
。
国
庫

補
助
金�

��
�
�

万

円
、
町
債�

��
�
�

万
円
、
一
般
会
計
か
ら

�


�

万
円
を
繰
り
出

し
ま
す
。

● 第�回定例会を､ 平成��年�月��日から��日までの�日間開催しました｡
● �名の議員が福祉・教育などについて､ 一般質問をしました｡
● 平成��年度一般会計・公共下水道事業特別会計の補正予算､ 条例の制定､ �条例の改正､ ラトヴィ
ア共和国ルーイエナ町との姉妹都市提携などの議案について審議しました｡
● 平成��年度一般会計繰越計算書､ 東川町土地開発公社・株式会社東川振興公社の決算及び事業計
画について､ 報告がありました｡

�
�

���
�
�
�
�
	

�������	
��

地域の歴史・文化・自然環境等の特性を
活かした地域主導の個性あふれるまちづく
りを実施し､ 都市の再生を効率的に推進す
ることにより､ 地域住民の生活の質の向上
と地域経済・社会の活性化を図るための制
度です｡

�����

�������	
���
�
����������

交付期間終了時､ 市町村は目標の達成状況ら
に関する事後評価を実施し､ その結果等につ
いて公表します｡

�������	
��
��
������
����������������� !"#
�$%&�'�()*+,-�./&
�0

国は､ 市町村が作成した都市再生整備計
画が都市再生基本方針に適合している場
合､ 年度ごとに交付金を交付します｡ 交
付金の交付限度額は交付対象事業費の概
ね�割となります｡
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ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。

東
川
町
へ
の
寄
付
金
を

｢

株｣

と
し
、
寄
付
を
し
た

者
を
株
主
と
す
る
、
東
川
町

を
支
援
す
る
新
た
な
体
制
を

作
り
ま
し
た
。

�
株�
��

�
�

円
で
、

地
場
産
品
を
提
供
す
る｢

優

待｣

や
、
特
別
な
記
念
と
し

て
地
場
産
品
を
提
供
す
る

｢

配
当｣

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
以
外
に
、

町
長
が
認
定
し
た｢

特
別
町

民｣

、
町
民
・
株
主
以
外
で

本
人
が
申
請
し
て
登
録
す
る

｢

応
援
町
民｣

も
定
め
ま
し

た
。

｢

写
真
の
町｣

ひ
が
し
か

わ
株
主
条
例
に
合
わ
せ
て
、

東
川
町
基
金
条
例
も
改
正
し

ま
し
た
。

農
業
委
員
の
任
期
が
、�

月
19
日
で
満
了
に
な
り
ま
す
。

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に
、

佐
竹
司
兆
議
員
を
継
続
し
て

推
薦
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�

写
真
の
町
東
川
賞
・
写

真
甲
子
園
出
場
校
が
決
定
し

ま
し
た
。

写
真
甲
子
園
事
業
に
全
国

地
方
新
聞
事
業
協
議
会
・
共

同
通
信
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
後
援

が
加
わ
り
ま
す
。

特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
ニ
ュ
ー

ス
で
の
全
国
放
映
・�

月
30

日
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
放
映
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

大
雪
山
旭
岳
源
水
が
、

平
成
の
名
水�

�
�

選
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

�
�

月
16
〜
20
日
に
、
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
共
和
国
か
ら
大
使

な
ど
29
人
が
来
町
し
、
町
民

の
皆
様
と
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。源 水
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�
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�
�
�
�
�
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ふるさと納税しくみ
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�
�

道
は
本
年�

月｢
働
く
障

が
い
者
応
援
プ
ラ
ン｣

を
策

定
し
、
就
労
支
援
の
推
進
を

図
る
た
め
工
賃
向
上
の
取
組

方
策
と
し
て
、
企
業
等
か
ら

の
発
注
促
進
策
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

具
体
策
と
し
て
、
授
産
事

業
所
等
に
対
す
る
積
極
的
な

発
注
を
行
う
障
害
者
就
労
支

援
企
業
に
対
す
る
認
証
制
度

の
創
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

町
の
対
応
に
つ
い
て
、
伺

い
ま
す
。

�
�

道
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

授
産
製
品
の
販
売
拡
大
へ
の

Ｐ
Ｒ
を
行
な
う
と
共
に
、
障

が
い
者
就
労
支
援
企
業
と
し

て
認
証
を
受
け
た
企
業
を
優

先
し
て
、
利
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
内
唯
一
の
障
害
者
施
設

で
あ
る｢

地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
・
か
た
く
り｣

へ
の

支
援
を
行
い
、
障
が
い
者
が

地
域
で
生
き
る
喜
び
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現

に
努
力
し
ま
す
。

�
�
�

地
域
生
活
支
援
事
業
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

か
た
く
り
に
何
人
位
働
い

て
い
ま
す
か
。

�
�

健
常
者
も
障
が
い
の
あ
る

方
々
も
地
域
社
会
の
中
で
、

働
く
意
欲
が
あ
る
方
々
が
十

分
に
、
そ
の
才
能
を
生
か
す

こ
と
が
出
来
る
体
制
を
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な

が
ら
実
現
す
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

�
�
	


�
�

18
年
度
に
東
川
町
障
害
福

祉
計
画
を
た
て
て
、
支
援
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

か
た
く
り
に
は
、�

名
在

籍
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

文
部
科
学
省
は
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー(

Ｓ

Ｓ
Ｗ)

活
動
事
業
と
し
て
、

�
�
�
�

年
度
予
算
に
約
15

億
円
を
計
上
し
、
不
登
校
や

い
じ
め
、
育
児
放
棄
な
ど
深

刻
な
問
題
を
抱
え
る
家
庭
の

保
護
者
や
子
ど
も
に
対
し
、

専
門
的
な
見
地
で
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対

応
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

�


�

今
日
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

暴
力
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
、

児
童
生
徒
に
係
わ
る
問
題
行

動
等
に
つ
い

て
は
、
極
め

て
大
き
な
課

題
で
す
。

こ
の
よ
う

な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

文
部
科
学
省
で
は
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活

動
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

本
町
に
お
い
て
は
、
東
川

中
学
校
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー｢

心
の
教
育
相
談

員｣

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

主
に
個
人(

教
師
、
親
、
生

徒)

の
問
題
に
対
応
し
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、
個
人
と
環
境
の
双
方
を

視
野
に
入
れ
て
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
違
い
が
あ
り
ま
す
。

他
自
治
体
の
実
施
状
況
も

見
極
め
な
が
ら
、
導
入
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

原 博
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①
住
民
税
・
国
保
料
の
納
付

状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

②
税
源
移
譲
に
伴
い
住
民
税

が
増
え
、
所
得
税
で
軽
減
さ

れ
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
、

還
付
申
請
が
で
き
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
町
民
に
周
知
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

③
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

す
で
に
天
引
き
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
65
歳
以
上
の
国
保
料

が
天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
税
の
年
金

天
引
き
は
、｢

本
人
の
合
意

を
得
ず
に
有
無
を
言
わ
せ
ず

取
る｣

と
言
う
乱
暴
な
方
法

で
す
。
こ
れ
は
、
年
金
者
の

生
活
を
大
き
く
脅
か
す
も
の

で
あ
り
、
実
施
し
な
い
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

�
�

①
19
年
度
分
住
民
税
の
収
納

率
は
98
・
92
％
で
す
。
国
保

料
の
収
納
率
は
96
・
86
％
で

す
。

②
還
付
対
象
者
に
、
申
告
書

同
封
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

広
報�

月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

③
趣
旨
を
説
明
し
、
十
分
な

理
解
と
同
意
を
得
た
上
で
進

め
ま
す
。

�
�

�

地
方
税
法
で
は
、
年
金
天

引
き
を
し
な
く
て
も
良
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で

も
高
い
収
納
率
で
す
。
費
用

と
手
間
を
か
け
て
天
引
き
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

強
制
的
に
行
う
こ
と
は
止

め
て
頂
き
た
い
。

�
�

同
意
書
を
頂
い
て
、
来
年

10
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
は
費
用
と
労

力
が
か
か
り
ま
す
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
便
利
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

事
情

に
よ
っ

て
、
個
別

に
天
引
き
し

な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
�

�
�

�

�
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①
中
学
校
で
は
絶
対
評
価
と

観
点
別
評
価
を
組
み
合
わ
せ

た
評
価
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
20
年
度
の
評
価

は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

②
15
年
度
か
ら�

学
期
制
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
ま
す
か
。

ゆ
と
り
教
育
が
取
り
や
め
に

な
る
と
、
再
検
討
し
ま
す
か
。

�
�
�

①�
段
階
の
観
点
別
評
価
を

�

段
階
評
価
に
置
き
換
え
る

と
、
分
か
り
づ
ら
い
点
が
あ

り
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら
分

か
り
や
す
い
方
法
に
変
え
ま

し
た
。
20
年
度
は
観
点
別
評

価
を�

段
階
に
し
、
さ
ら
に

分
か
り
や
す
い
方
法
に
し
て

い
ま
す
。

②
授
業
時
間
が
増
え
、
学
期

ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る

な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
他
の
中
学
校
と
の
行

事
日
程
が
違
う
、
成
績
表
や

進
路
状
況
の
説
明
が�

回
か

ら�

回
に
増
え
教
師
の
負
担

が
増
え
る
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
近
郊
で
は

付
属
中
と
東
川
中
の�

校
だ

け
で
す
。

来
年
か
ら
授
業
時
間
が
週

�

時
間
程
度
増
に
な
る
予
定

で
す
。
授
業
時
間
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、�

学
期
制
の

見
直
し
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

�
�

�

人
が
人
を
評
価
す
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
客
観

的
な
基
準
が
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
先
生
方
の
負
担

も
相
当
あ
り
ま
す
。
教
員
を

増
員
し
て
下
さ
い
。

�
�
�

父
母
が
納
得
で
き
る
よ
う

な
形
で
評
価
す
る
こ
と
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

�
�

増
員
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
と
協
議
し
進
め
ま
す
。

鶴 間 松 彦
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平
成�

年
度
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を

実
施
し
、
12
年
間
で�

�
�

基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
保
守
点
検
と
清

掃
を
定
期
的
に
行
う
と
と
も

に
、
水
質
に
関
す
る
法
定
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
、
浄
化

槽
法
に
よ
り
設
置
者
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
用
浄
化
槽
の
多
く
は

専
門
業
者
に
委
託
契
約
し
、

�

ヵ
月
に�

回
以
上
の
保
守

点
検
、
年
に�

回
以
上
の
清

掃
を
し
て
、
毎
年�

回
指
定

機
関
に
法
定
検
査
を
受
け
て

い
ま
す
。

町
民
の
中
に
は
、
契
約
内

容
、
浄
化
槽
法
を
十
分
理
解

で
き
ず
、
保
守
点
検
や
、
法

定
検
査
料
支
払
を
断
る
方
が

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
を
把
握

し
て
い
ま
す
か
。

法
定
検
査
を
受
け
て
い
な

い
場
合
、
市
町
村
長
が
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
助
言
・
指

導
・
勧
告
・
命
令
を
行
い
、

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
罰

則(

30
万
円
以
下
の
過
料)

の
適
用
を
受
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

適
切
な
指
導
・
監
督
を
し

て
い
ま
す
か
。

平
成
17
年
度
よ
り
見
直
し

さ
れ
、
浄
化
槽
補
助
期
間
が

設
置
年
度
よ
り
10
年
ま
で
と

し
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
等
に
お
い
て
、

適
正
な
維
持
管
理
を
推
進
す

る
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
法

定
検
査
料
補
助
の
一
部
継
続

を
再
考
し
ま
せ
ん
か
。

自
然
環
境
を
適
切
に
維
持

し
、
放
流
水
の
水
質
が
悪
化

し
な
い
よ
う
正
し
い
使
用
方

法
と
、
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
、
浄
化
槽
の
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
の
啓
蒙
に
つ
い
て
、

東
川
町
浄
化
槽
保
守
管
理
組

合
の
運
営
・
活
動
と
一
体
と

な
っ
た
対
応
が
重
要
で
す
。

�
�

浄
化
槽
設
置
者
の
中
に
は
、

法
の
主
旨
を
理
解
さ
れ
て
い

な
い
方
の
苦
情
・
問
い
合
わ

せ
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

は
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
職
員
が
ご
理
解
い

た
だ
く
よ
う
説
明
し
て
い
ま

す
。

ま
っ
た
く
実
施
さ
れ
て
い

な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
な

ど
で
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
文
書
な

ど
で
十
分
に
周
知
を
は
か
り

ま
す
。

法
定
検
査
は
、
上
川
支
庁

の
職
員
が
未
実
施
の
各
戸
に

対
し
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

罰
則
の
適
用
を
受
け
て
い

る
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
、

下
水
道
の
負
担
を
勘
案
し
な

が
ら
、
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
浄
化
槽
組
合
・
事

業
者
な
ど
と
協
議
を
進
め
、

内
容
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
啓
蒙
活
動
に
努
め
ま
す
。

高 橋 昭 典
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旭
岳
・
天
人
峡
温
泉
の
入

湯
客
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
原
油
の
異
常
な
高

騰
で
、
マ
イ
カ
ー
使
用
の
抑

制
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
に｢

い
で
湯
号｣

の
バ
ス
代
を
補
助
し
て
、
温

泉
地
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

現
行
バ
ス
代
は
、
道
草
館

前
か
ら
片
道
、
天
人
峡�

�

�

円
・
旭
岳�

�
�

円
で
、

往
復�

�
�
�

円
近
く
な
り

ま
す
。

高
齢
者
へ
の
バ
ス
利
用
補

助
は
、
マ
イ
カ
ー
に
比
べ
、

地
球
温
暖
化
に
配
慮
し
、
交

通
事
故
リ
ス
ク
の
軽
減
に
も

な
り
ま
す
。

地
元
町
民
の
継
続
的
利
用

は
、
平
日
・
オ
フ
期
の
利
用

数
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
	

｢

い
で
湯
号｣

の
運
行
に

つ
い
て
は
、
前
年
の
利
用
状

況
を
見
て
、
運
行
計
画
・
運

賃
を
旭
川
電
気
軌
道
と
協
議

し
契
約
し
て
い
ま
す
。

運
行
経
費
か
ら
収
入
を
引

い
た
分
を
、
両
温
泉
と
町
が

負
担
し
ま
す
。
年
々
乗
客
が

減
少
し
、
昨
年
は�

�
�

万

円
で
、
温
泉
に
と
っ
て
重
い

負
担
で
す
。

観
光
協
会
で
は
、
町
民
に

｢

無
料
入
湯
券｣

を
配
布
予

定
で
す
。｢

い
で
湯
号｣

の

利
用
促
進
と
町
民
の
健
康
増

進
の
視
点
か
ら
も
、
観
光
協

会
と
協
議
し
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

美
瑛
町
で
は
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
道
北
バ
ス
白

金
線
が
無
料
で
す
。

東
神
楽
町
で
は
、
町
内
外

問
わ
ず
、
東
神
楽
中
心
か
ら

花
神
楽
ま
で
、
町
営
バ
ス
代

大
人�

�
�

円
で
す
。

隣
町
の
取
り
組
み
を
、
ど

う
考
え
ま
す
か
。

�
	

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
本
町
も
そ
う
い
う
支

援
の
出
来
る
分
野
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
積
極
的
に
支
援
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�

大
変
前
向
き
な
答
弁
と
考

え
て
良
い
で
す
か
。

�
	

場
合
に
よ
っ
て
は
無
料
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
受
益
者
負
担
も
考
え
て
、

事
業
主
体
の
観
光
協
会
と
前

向
き
に
協
議
し
ま
す
。

藤 原 啓 子

いで湯号
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◎
調
査
日

平
成
20
年�

月
28
日(

水)

◎
調
査
事
項

・
町
有
林(

ノ
カ
ナ
ン
・
北

�
〜�

線)

の
現
況
調
査

・
森
林
組
合
役
員
と
の
懇
談

会
に
つ
い
て

◎
調
査
内
容

ノ
カ
ナ
ン
地
区
に
つ
い
て

は
、
水
源
涵
養
か
ん
よ
う

保
安
林
・
町

有
林
整
備
状
況
の
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

の
健
全
成
長
を
助
け
、
安
定

し
た
森
林
育
成
に
有
効
な
管

理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

町
有
林
整
備
に
つ
い
て
は
、

森
林
が
持
つ
多
面
的
な
機
能

を
重
視
し
た
森
林
整
備
計
画
、

施
工
計
画
に
基
づ
い
た
森
林

整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

森
林
経
営
の
活
性
化
に
取
組

ん
で
い
る
。

森
林
組
合
は
、
東
川
町
造

林
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
民

有
林
施
行
の
森
林
環
境
保
全

事
業
・
緊
急
間
伐
推
進
団
地

実
施
事
業
・
森
林
整

備
対
策
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

近
隣
町
村
に
お
け

る
森
林
組
合
の
広
域

化
の
現
状
と
経
過
に

つ
い
て
森
林
組
合
役

員
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

◎
ま
と
め

町
有
林
の
整
備
計

画
を
推
進
し
、
生
態

系
の
保
全
や
観
光
ま

た
は
、
町
民
の
憩
い

の
場
と
な
る
森
林
整
備
を
期

待
す
る
。

森
林
の
持
つ
多
面
性
を
持

続
さ
せ
、
健
全
な
森
林
育
成

が
重
要
で
あ
り
、
民
有
林
と

の
協
調
・
共
生
は
森
林
行
政

に
不
可
欠
で
あ
る
。

森
林
組
合
は
、
近
年
財
務

状
況
も
改
善
さ
れ
、
健
全
経

営
に
努
め
て
い
る
。
更
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

�
�


�
�
	



◎
調
査
日

平
成
20
年�

月
29
日(

木)

◎
調
査
事
項

ご
み
処
理
の
実
態
調
査

◎
調
査
内
容

平
成
19
年
度
ご
み
収
集
委

託
料
は�

��
�
�

万
円
で
、

ご
み
処
理
手
数
料
及
び
、
資

源
ご
み
改
修
事
業
収
入
は
、

�

��
�
�

万
円
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

ｔ
で
前
年
比	

･



％
増
、

資
源
ご
み�

	



ｔ
で�

･
�

％
増

で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
推

進(�

Ｒ
運
動)･

ご
み
減
量
運
動

(

マ
イ
バ
ッ
ク
持

参
、
過
剰
包
装
商

品
を
買
わ
な
い
、

家
庭
内
の
生
ご
み

処
理
、
廃
油
の
回

収
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化)

の
取
組
み

を
、消
費
者
団
体･

企
業
な
ど
に
呼
び
か
け
、
検

討
し
て
い
く
。

し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
焼
却
施
設
は
、�

日

24
時
間
運
転
し
、
ダ
ク
ト
周

辺
装
置
の
強
化
に
よ
り
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。

搬
入
さ
れ
る
不
燃
ご
み
、

大
型
ご
み
か
ら
、
約
34
％
の

可
燃
物
が
出
る
。
ま
た
可
燃

ご
み
の
焼
却
残ざ
ん

滓し

は
10
％
が

最
終
処
分
場
で
埋
立
さ
れ
る
。

◎
ま
と
め

ご
み
処
理
の
実
態
か
ら
も
、

量
は
減
少
傾
向
に
は
な
く
、

資
源
ご
み
も
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
に
取
組
み
、
地
域

と
協
働
し
た
活
動
を
進
め
る

よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

家
庭
内
の
生
ご
み
減
量
を

図
る
た
め
に
、
堆
肥
化
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

しらかば清掃センター
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働いても生活できないワーキングプアのよ
うな労働者層が増加しています｡ 雇用形態は､
正社員から非正社員へと転移しています｡ 格
差社会の是正のために､ 昨年最低賃金を見直
し､ 月額���,���円にしましたが､ ｢健康
的で文化的な最低限度の生活を営む｣ 水準に
は､ ほど遠いレベルです｡
特に北海道は､ 非正社員率が�割で､ 低賃
金労働者が多い地域です｡
中小企業等の生産向上を考慮しつつ､ 経済
的に自立可能な水準への改訂を強く求めます｡

����	������

������

政府は､ 地方財政と公共サービスを圧縮す
る政策を続けています｡ 地方財政の圧縮は､
医療・福祉・環境・ライフラインなど公共サー
ビスの削減につながります｡ 以下を要請しま
す｡
�. 地方税の充実強化､ 交付税の財政調整機
能・財源保障機能を堅持し､ 必要財源の充
実強化｡

�. 自治体間の財政力格差の大きい現状で､
地域の行政需要を地方交付税算定に反映し､
地方交付税総額の確保｡

�. 地方自治体の意見を十分に踏まえて対処
すること｡

� !"#$%&'()	*��

+,-./-01234����

農業環境を整備する､ 深水
ふかみず

かんがいなどの
土地改良事業は重要な国の施策です｡ 地方に
業務移管すべきではありません｡
国営土地改良事業は､ 国の責務として今後

とも確保すること､ そのために必要な体制を
存続することを要望します｡

�	5678+,	9:;

8<=$	>?��������

地球温暖化対策に､ 森林の役割への要請が
高まり､ 森林に強い期待が寄せられています｡
森林吸収源対策､ 国有林や事業等に重要な

水源林等公益森林の整備､ 林業木材産業の振
興による山村の活性化を要請します｡
�. 環境税など安定的財源確保､ 林業・木材
産業の振興施策の推進､ 森林保有者の負担
軽減措置による森林経営意欲の創出｡

�. 森林・林業担い手対策の拡充､ 施業の集
約化､ 路網の整備等による効率的・安定的
な木材供給体制の確保､ 木材バイオマス利
用の促進等､ 需要拡大推進による林業・木
材産業の振興｡

�. 水源林造成事業推進の組織体制確保｡
�. 国有林の適正管理と､ 管理運営を通じて
担い手育成と地域活性化への寄与｡

● �意見書を採択し､ 議長名で内閣総理大臣や
それぞれの関係大臣､ 道知事などに送りました｡

請願を受けて産業建設常任委員会に
付託されて調査し､ 意見書としました｡

����������������������������������������������������
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地
域
優
良
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

反
対
討
論

税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

写
真
の
町
条
例
改
正
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

�
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質

問

事

項

鶴
間
松
彦

鶴
間
松
彦

佐
竹
司
兆

鶴
間
松
彦

鶴
間
松
彦

由
川
英
二

佐
竹
司
兆

佐
竹
司
兆

本
多
信
義

藤
原
啓
子

佐
竹
司
兆

藤
原
啓
子

鶴
間
松
彦

佐
竹
司
兆

質
問
者

・
入
居
対
象
者
・
選
考
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

・�
�
�
�
�
�
�
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!
"
#
$
%
�
&
'
�
(
�
�
)
*
+
,
-
.
/
0

・1
2
3
4
5
�


�
�
�
�
*
6
7
8
9
:
;
.
/
<
0

・
住
民
税
の
年
金
天
引
き
、
取
り
や
め
ま
せ
ん
か
。

・
西
10
号
道
路
改
良
工
事
は
歩
道
の
無
い
所
優
先
と
の
こ
と
。
歩
道
の
無
い

他
の
道
路
に
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。

・
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
対
応
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

・
西
部
コ
ミ
セ
ン
、
工
事
中
の
利
用
状
況
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

・=
>
?
@
A
B
	
C
�
D
;
E
F
9
G
H
�
/
I
�
J
�
K
L
9
M
N
*
O
P

-
Q
;
R
S
�
�
�
�
G
H
*
�
T
.
�
;
�
U
�
V
W
J
X
R
&
'
+
,
-
.
/
0

・
こ
の
条
例
に
姉
妹
都
市
提
携
を
入
れ
て
も
通
じ
る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

・
議
論
が
十
分
さ
れ
な
い
ま
ま
の
急
な
姉
妹
都
市
提
携
目
前
に
、
姉
妹
都
市

提
携
を
議
決
要
件
と
す
る
条
例
の
改
正
に
反
対
し
ま
す
。

・
議
会
の
議
決
権
限
は
自
治
法
第
96
条
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
の
議

決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
を
定
め
る
べ
き
で
す
。

・
こ
の
条
例
の
目
的
は
、
写
真
を
媒
介
と
し
て
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。
写
真
だ
け
に
特
定
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
姉
妹
都
市
提
携
は
特
定

の
分
野
に
限
ら
な
い
交
流
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
条
例
に
姉
妹
都
市
提

携
を
入
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
他
の
自
治
体
の
姉
妹
都
市
提
携
で
は
、
国
際
交
流
委
員
会
で
検
討
し
、
議

会
の
議
決
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
に
姉
妹
都
市
提
携
を
追
加
す

る
の
で
は
、
検
討
過
程
が
軽
視
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

・
一
般
的
な
株
主
と
の
違
い
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

・
町
民
が
株
主
に
な
っ
た
場
合
、
税
額
控
除
は
あ
り
ま
す
か
。

・
優
待
・
配
当
の
地
場
産
品
は
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
か
、
一
般
会
計
か

ら
支
払
わ
れ
ま
す
か
。

・
ど
の
程
度
の
株
主
・
金
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

・
特
別
な
記
念
と
し
て
の
配
当
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

・
株
主
に
町
民
が
含
ま
れ
ま
す
か
。

質

問

要

旨

・(

税
務
課
長)
所
得
が
中
以
上
で
、
入
居
時
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
世
帯
な
ど
で
す
。
原
則
と
し
て
抽
選
で
決
め
ま
す
。

・(
税
務
課
長)

必
要
な
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

・
趣
旨
を
説
明
し
理
解
頂
き
実
施
し
ま
す
。

・(

長
原
副
町
長)

Y
�
Z
[
�
\
Z
*
]
;
Q
"
^
;
_
`
a
b
c
X
d
e
f
g
H
*
h
�
i
j
.
/
0

・(

企
画
総
務
課
長)

で
き
る
だ
け
今
の
施
設
で
使
え
る
様
考
え
ま
す
。

・(

地
域
活
性
課
長)

k
l
m
n
o
pk
l
a
q
r
9
l
s
-
��
R
I
�
t
u
9
<
v
�
;
w
x
y
'
.
/
0

・
基
本
的
、
総
合
的
な
条
例
を
作
る
と
き
に
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

・
こ
の
条
例
そ
の
も
の
が
町
づ
く
り
の
条
例
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り
は
写
真
だ
け
で
行

わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
全
体
の
基
本
的
な
条
例
を
、
総
合
的
に
見
直
し
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・(

合
田
副
町
長)

特
別
な
委
員
会
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
際
交
流
協
会
な
ど
の
意
見
、
民
間
・

行
政
レ
ベ
ル
の
交
流
な
ど
で
判
断
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・(

合
田
副
町
長)

株
＝
寄
付
に
な
り
ま
す
。
優
待
は
寄
付
金
の
半
分
位
地
場
産
品
で
返
す
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

・(

企
画
総
務
課
長)

一
部
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・(

合
田
副
町
長)

基
本
的
に
は
寄
付
金
で
充
当
し
、
一
部
一
般
財
源
の
充
当
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

・(

企
画
総
務
課
長)

手
続
き
と
し
て
一
般
会
計
で
す
。

�
�
�

通
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
者
確
保
に
努
め
ま
す
。

・(

企
画
総
務
課
長)

今
の
と
こ
ろ
白
紙
で
す
。
東
川
出
身
者
約�

�
�
�

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、

・(

企
画
総
務
課
長)

町
の
開
基
何
年
と
か
寄
付
対
象
事
業
の
落
成
記
念
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

・(

企
画
総
務
課
長)

町
民
も
含
ま
れ
ま
す
。
町

長

答

弁
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���
�

そ
の
他

条
例
等

補
正
予
算

議
会
関
係

調
査
報
告

意
見
書

発
議
案

そ
の
他
案
件

報

告

条
例
等

補
正
予
算

区

分

・
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
宅
地
及
び
遊
歩
道
造
成
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

・
東
川
町
交
通
安
全
防
犯
指
導
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
東
川
町
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て(

平
成
19
年
度
東
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第�

号))

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て(

平
成
19
年
度
東
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第�

号))

・
平
成
20
年
度
東
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第�

号)

に
つ
い
て

・
平
成
20
年
度
東
川
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第�

号)

に
つ
い
て

・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し
出

・
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

・
町
有
林
の
現
況
調
査
及
び
森
林
組
合
役
員
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

・
北
海
道
地
域
最
低
賃
金
大
幅
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

・
国
営
造
成
農
業
水
利
等
の
着
実
な
整
備
・
維
持
・
更
新
に
関
す
る
意
見
書

・
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

・
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
共
和
国
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て

・
平
成
19
年
度
東
川
町
一
般
会
計
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
19
事
業
年
度
東
川
町
土
地
開
発
公
社
の
決
算
及
び
平
成
20
事
業
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
平
成
19
事
業
年
度
株
式
会
社
東
川
振
興
公
社
の
決
算
及
び
平
成
20
事
業
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・｢

写
真
の
町｣

ひ
が
し
か
わ
株
主
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
東
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
東
川
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
東
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
東
川
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
写
真
の
町
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
平
成
20
年
度
東
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第�

号)

に
つ
い
て

・
平
成
20
年
度
東
川
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第�

号)

に
つ
い
て

議

件

名

・
平
成
20
年�

月
21
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
工
事
契
約

・
役
場
の
機
構
改
革
等
に
伴
う
改
正

・
同
右

・�

��
�
�

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を�

�

�
	
�

���
	

千
円
と
す
る

・�
�

�

�
�

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を�

�

�
�
�

�

�


�

千
円
と
す
る

・�

�	
	
	

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を�

�

	
�
	

�		

千
円
と
す
る

・�

�	
	
	

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を�

�

�

	
	
	

千
円
と
す
る

・
総
務
文
教
・
産
業
建
設
・
議
会
運
営
の
各
委
員
長
か
ら
の
申
し
出

・
町
村
議
会
議
員
研
修
会
へ
議
員
を
派
遣

・
本
多
総
務
文
教
常
任
委
員
長
よ
り
報
告

・
藤
原
産
業
建
設
常
任
委
員
長
よ
り
報
告

・
本
多
信
義
議
員
よ
り
提
案
理
由
の
説
明

・
同
右

・
藤
原
啓
子
議
員
よ
り
提
案
理
由
の
説
明

・
同
右

・
任
期
満
了
に
よ
り
、
佐
竹
司
兆
議
員
を
議
会
推
薦
農
業
委
員
会
委
員
と
す
る

・
相
互
の
理
解
と
友
好
親
善
関
係
の
推
進
を
図
り
、
教
育
・
文
化
・
産
業
等
の
各
分
野
で
の
交
流
を
広
く

進
め
る
、
姉
妹
都
市
提
携
の
議
決

・
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
中
に
執
行
で
き
な
か
っ
た
事
業
を
繰
越
す
報
告

・
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
町
が
出
資
す
る
法
人
の
経
営
状
況
等
の
報
告

・
同
右

・
車
両
事
故
に
関
わ
る
損
害
賠
償
の
専
決

・
ふ
る
さ
と
納
税(

地
方
税
制
の
改
正)

に
伴
い
制
定

・｢

写
真
の
町｣

ひ
が
し
か
わ
株
主
基
金
を
加
え
る
改
正

・
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
改
正

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
改
正

・
子
育
て
支
援
景
観
モ
デ
ル
住
宅
及
び
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
に
伴
う
改
正

・
国
内
・
国
外
の
都
市
と
の
交
流
推
進
に
関
す
る
事
項
と
姉
妹
都
市
提
携
に
関
す
る
事
項
を
加
え
る
改
正

・�
�
�

�

	
	
�

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を�

�

�
�
�

�

	
	
�

千
円
と
す
る

・�
�

��
	
	

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を�

�
�

��	
	

千
円
と
す
る

議

決

の

内

容

原
案
可
決

原
案
可
決

〃
承

認
〃

原
案
可
決

〃
承

認
〃

承

認
〃

原
案
可
決

〃〃〃
原
案
可
決

原
案
可
決

報
告
済

〃〃〃
原
案
可
決

〃〃〃〃〃
原
案
可
決

〃
結

果

�
�
�


�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�

���
�
�

���
	

���
�

反
対
討
論

ル
ー
イ
エ
ナ
町
と
の
姉
妹
都
市

提
携
に
つ
い
て

佐
竹
司
兆

長
峰
毅
八

藤
原
啓
子

佐
竹
司
兆

・
姉
妹
都
市
提
携
本
来
の
、
幅
広
い
交
流
と
は
異
な
る
条
例
の
規
定
に
よ
る

議
決
で
あ
る
た
め
反
対
し
ま
す
。

・
交
流
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
。

・
写
真
の
町
条
例
も
不
備
で
す
。

・
町
民
の
声
を
聞
い
て
い
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
写
真
の
町
条
例
で
姉
妹
都
市
提
携
を
い
う
こ
と
自
体
間
違
い
で
す
。

・
提
携
す
る
と
言
う
結
論
に
至
っ
た
検
討
の
内
容
と
理
由
を
説
明
し
て
下
さ

い
。

・
我
々
自
身
が
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
幅
の
広
い
交
流
に
な
り
ま
す
。

・
総
合
的
な
町
づ
く
り
条
例
の
中
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

・�
�
�
�

�
�

�
	


�
�



�

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�




・
写
真
の
町
宣
言
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
条
例
に
反
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
先
方
か
ら
姉
妹
提
携
し
た
い
と
言
う
意
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
議
員
協
議
会
で
そ
れ
な
り

に
説
明
し
ま
し
た
。
文
化
・
教
育
・
芸
術
・
産
業
な
ど
幅
広
い
交
流
を
考
え
て
い
ま
す
。
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�日 全道メーデー東川地区集会 (議長出席)
�日 北海道神宮神饌田お田植え祭 (正副議長・産業建設常任委員出席)
�日 大雪山国立公園保護協会総会 (議長出席)
��日 例月公金出納検査 (東川町・大雪地区広域連合)
��日 第�師団音楽まつり (議長出席)
��日 東川中学校体育大会
��日 産業建設常任委員会所管事務調査

(町有林の現況調査・森林組合役員との懇談会)
��日 総務文教常任委員会所管事務調査

(ごみの実態調査)
	�日 東川町森林組合第�
回通常総会 (副議長出席)
	�日 ひがしかわ東京会総会 (議長他出席)

�日 東川小学校運動会
�日 日本写真家協会レセプション (議長出席)
	日 管内中央部議長会定例会議 (東川町当番)
�日 北海道町村議会議長会第��回定期総会(札幌市・議長出席)
�日 第�師団創立��周年記念式典・祝賀会 (議長出席)

東川第�・�・�小学校運動会 養護学校運動会
��日 第�回定例会前の各常任委員会

議員協議会
�
日 例月公金出納検査 (東川町・大雪地区広域連合)
��日 幼児センター運動会

山の祭り
�	～��日 東川町議会第�回定例会
�
日 札幌東川会 (札幌市・議長他出席)

�日 町村議会議員研修会 (札幌市)
	日 新規就農者激励会 (議長､ 産業建設常任委員長出席)
�日 東川町慰霊祭
�日 町民体育祭

日 中国人強制連行事件殉難烈士慰霊祭 (議長他出席)
�～��日 産業建設常任委員会先進地視察 (本別町・足寄町)
��日 例月公金出納検査 (東川町・大雪地区広域連合)

議会報編集委員会
�
日 ルーイエナ町と姉妹都市提携調印式・友好ポンプ除幕式
��日 ルーイエナ町音楽交流事業訪問団との合同演奏会
�	日 議会報編集委員会
��日 東川町産業振興懇談会
��日 議会報編集委員会
��日 東川町議会第�回臨時会
��日 写真甲子園開会式 (議長他出席)
	�日 埼玉県入間市議会議員視察来町 (議長出席)

�����

�	

�	

�	

ポンプ除幕式 (������町長＝左
とアーボルティンシュ副議長)

音楽行進

献花する遺族

《
涙
・
涙
》
高
校
野
球

予
選
で
16
年
ぶ
り
に
勝

利
し
た
東
川
高
校
、
町

を
元
気
付
け
る
ニ
ュ
ー

ス
、
日
ハ
ム
に
負
け
な

い
町
民
の
声
援
が
、
近

い
将
来
甲
子
園
も
夢
で

は
な
い
▼
世
界
の
食

料
・
燃
料
・
金
融
は
混

乱
し
、
世
界
経
済
が
一

斉
に
不
況
に
陥
る
や
も

危
惧
す
る
声
が
あ
る
。

世
界
で
の
格
差
構
造
も

浮
き
彫
り
に
な
り
、
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
も
具
体

的
な
提
案
や
対
策
も
示

さ
れ
ず
、
Ｇ�

限
界
論

ま
で
出
て
い
る
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
日
本
な

の
か
、
不
安
が
募
る
▼

町
長
は
、
町
全
体
の
基

本
的
な
条
例
を
総
合
的

に
見
直
し
て
作
っ
て
い

く
考
え
を
表
明
し
た
。

自
治
基
本
条
例
に
結
び

つ
く
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
地
域
の
事
は
地
域

で
決
め
る
自
治
体
運
営

を
目
指
し
議
論
さ
れ
る

�
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�
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